
※上弦、下弦は半月です。

　今年の始めから空をにぎわせていた金星や木星が７月の下旬には見納めとなり、代わって美しい環を持つ土星が夏の星
座とともに観望の好機をむかえます。望遠鏡で見た土星は、麦わら帽子をかぶったようでかわいらしく見えます。
　夏休みに海や山などに出かけたときには、惑星のほかに星座や夏の星空の名物・天の川を探してみましょう。月明かり
も避けると、さらに夏の星空を楽しむことができます。今年は７・８月中旬の新月の頃に星座や天の川を探すのがおすす
めです。
　南の低いところに見える土星の近くに、赤い１等星「アンタレス」が見つかり、そこからＳ字のような形をしたさそり
座が見えてきます。夜空の暗さに目が慣れてくると、さそり座のしっぽの辺りからぼうっとした天の川が次第に見えてき
ます。この天の川をのぼっていくと、３つの１等星が明るさを競うように輝くようすが見えてきます。このうち、こと座
の「ベガ」とわし座の「アルタイル」は、日本では七夕の織姫、彦星として古くから親しまれています。梅雨の明けた８
月ごろから織姫や彦星は空高く光るようになり、見つけやすくなります。織姫の両隣にはお世話をす
る女官、彦星の両隣には飼っている牛（あるいは織姫との子どもたち）がついていると言われていま
す。明るい星たちと並んでいる小さな星の姿も探してみましょう。夏の星空は見どころがたくさんあ
るので、夏休みの思い出の一つとして星空めぐりもお楽しみください。

ⓒ 松本零士／郡山市

（惑星の位置は８月１日）
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ふれあい科学館
駅前観望会
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 ７月   ８月の星空 2015年

７月・８月の主な天文現象
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